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　本研究の方法は，2011 年 9 月（乾季），11 月（雨季のは







　本稿の構成は次のとおりである。第 2 節で，Petir 村の衛
生設備の敷設状況について整理する。第 3 節で，ボゴール




















































高 2,211 m のサラク山（Mt. Salak）山頂から北方に約 10 
km 下った標高約 310～450 m に位置する（Fig. 1）。山頂か
ら北方 68 km でジャワ海に達するが，その途中の約 13 km
地点にボゴール市，60 km 付近に首都ジャカルタがある












ている。総人口は 12,850 人，総世帯数 3,160 戸で，一戸当
たり平均家族数は 4.1 人である。世帯主の職業別に検討す
ると，全体の 46.2％にあたる 1,700 戸が農業労働者，568
戸（15.4％）が農家であり，6 割以上が農業に従事している












Warga 町内会の意味）と RW7 は，民間水道会社（BPABD）
の管水路が通っており，4.9％の世帯がその上水道を利用
している。とくに，RW4，5 および 8 では全世帯の 70％以
上が湧水池を利用し，RW1，2 および 3 では井戸利用の比











水の合計は 200 リットルで，最も多いのは風呂の 60 リッ






所から），窒素 10 g/人日（同 80％），リン 1.0 g/人日（同 80％）
を含有している。Petir 村の人口と面積で換算すると，1 ha








2005 年の 22 万頭が，2010 年には 28 万頭と 27％増加して
いる。ヤギはヒツジの半数以下で 2010 年に 11.9 万頭であ
る。大型家畜では，伝統的に水田耕作に用いられてきた水
牛の頭数が減少傾向にあり，逆に乳牛の頭数が増加してい
る。しかし，実数では水牛が多く約 2 万頭，肉牛 1.8 万頭
で乳牛は 7 千頭である。
　飼養個体数の増加率が最も高いのはブロイラー（肉専用













































　Petir 村の位置するボゴール地域は，4～9 月の乾季の 6






















　調査に訪れた 13 戸の小規模農家では，8 戸でヒツジ 3～










　体重を測定した雌羊 3 頭（体重 19.8 kg）には，サツマイ
モ茎葉主体の植物（約 37 kg；1 頭あたり約 12.3 kg）が給
与されていた。日本標準飼料成分表によると11），サツマイ
モ茎葉には水分および蛋白質がそれぞれ 87.2％および
1.7％含まれるため，1 頭あたり約 1.6 kg（体重の 8.0％）の
乾物と 209.7 g の蛋白質（窒素 16％；33.5 g）が給与され
ていたことになる。一般に反芻家畜の乾物要求日量が体重















る。残餌 8.3 kg に蛋白質 141.7 g（窒素 22.7 g）が含まれる










　一方，Sodiq と Tawfik の報告によると13），雄の小型緬
羊は，単子の場合，離乳時の体重が 10.0 kg で，栄養状態
が良ければ成体で 36.7 kg になる。奥村と田中によると14），
羊体の 16％を蛋白質が占めることから，体重 10.0 kg およ
び 36.7 kg のヒツジの体を構成する蛋白質はそれぞれ 1.60 
kg および 5.87 kg であり，1 年余りの飼育期間中に 4.27 kg
の蛋白質（窒素 0.68 kg）が増加することになる。1 日あた
り窒素 7.0 g をヒツジに消化させるために，33.5 g を給与
し 26.5 g を排出させると仮定すると，1 年間では，給与す


















している。すなわち，購入した子羊を 3 か月で 30 kg まで
に，さらに 2.5 か月かけて 10 kg 増体させることを目指し
た飼育経営で，8 か月齢から雌雄ともに繁殖に用い，それ
以外の雄は肉用に販売する方式である。この飼育にかかる
コストは一日一頭当たり約 2,500 ルピア（約 25 円）である。
2009 年に当農場を開設し，2010 年の 1 年間で 300 頭の緬
山羊を販売した実績を持つ。調査時点で 50 頭のジャワヤ
ギを飼育していたが，約 300 頭まで飼育可能であるという。











けたもので，0.4 ha で 100 頭のヒツジを賄う生産量といわ
れていた。また，健康管理として月 1 回程度，自家製のジャ
ヌット（janut）と呼ばれる栄養液，すなわち，ルンクアス
（Alpinia galanga ショウガ科多年草）とウコン（Curcuma 
longa ショウガ科多年草）のしぼり汁とトラシ（調理に使
う魚原料の固形発酵調味料）を混ぜた液を 1 頭当たり 500 













2010 年の種類別漁獲量を Table 4 に示した。1 年で総漁獲
量は 25％増えて 3.6 万 t となったが，増加量分の 9 割は漁
獲量第 1 位のナマズによるものである。ナマズは全体の 6
割以上を占め，1 年で 135％の増加となっている。次に多
いのは，インドネシア語でイカンマスと呼ばれるコイ
（Cyprinus carpio）で約 10％，続いてグラメ（Osphronemus 
goramy）とニラと呼ばれるナイルティラピア（Oreochromis 

























































い，同時に，養殖期間中，約 1 か月に 1 回は抗生物質や殺
菌剤を施用している。
　グラメは 4～5 cm サイズをニュプルと呼び，5 か月で
350 g 位に，8 か月で 500～600 g 位に成長したところで販
売する。8 か月間で 1 kg に達する個体は池あたり 2～3 匹
しかいない。8 か月間で 6 kg のエサが必要で，100 m2 ほ


















はキャッサバの葉（9 か月または 11 か月でイモを収穫す
るまで，生育初期の 1～2 か月ごろから約 10 回葉を採る），
ヒユ属雑草の葉（Amaranthus sp. ヒユ科）が向いているが，
タロイモの球茎は苦いので不向きであるという。
　当村出身者でジャカルタ在住の A 氏は，当地で 30 人を
雇用し 35 ha の農場を経営している。すべての魚に植物の
葉が適しているという彼は，5,000 匹のナマズを養殖して
























































は，村内でも標高がやや高い RW6 と RW7 に多彩な畑作
栽培が展開されている。たとえば，RW7 の最高位付近（標
高 440 m）には水田はなく，パパイヤ，シソ科の高木メリ
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Summary：While  application  of  optimum  level  of  input  for  agricultural  production  is  the basis  of 





of as possible sources of water pollution,  through a case study  in Petir village, West Java,  Indonesia 
located at around 500m above sea level.











was used  for  fish production and  the rest was released  to  the environment,  equivalent  to 3,260 t  of 
nitrogen.
　　In order to reduce water pollution by inland fisheries, animal husbandry and human life in the rural 




material  recycling with  less external  input by  increasing the possibility of utilization of unused  local 
resources.
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